
次期（2013～2015年度）共同研究「危機の人類学」プレフォーラム１

自殺の人類学

人類は災害や環境破壊あるいは戦争や疾病など様々な危機に今日直面している。次期共

同研究では人類にとって危機とは何か、また人類は過去どのように危機を回避してきたの

か、さらに未来においてどのように回避しようとしているのかなど根本的な問いを立てて

検討することが次期共同研究の目的である。

危機の中で最大のものは生命の危機であろう。そして自分の生命を自ら絶つ自殺という

行為は危機を論ずる際にひとつのボトムラインになるのではないだろうか。人はなぜ自ら

の命を絶つのか、そこにはそれを強いる文化的要因があるのか、それとも貧困など社会経

済的な要因が大きいのであろうか。

本フォーラムでは二人の話者から自殺についての話題を提供していただき、文化的現象

として自殺が捉えられるか、さらに自殺は人類にとってどのような意味で危機なのかを議

論したい。

場所 南山大学人類学研究所１Ｆ会議室

講師１ 杉尾浩規 15:00-16:00 「自殺研究の動向と特徴」

講師２ 川田順造 16:10-17:10 「日本人の自殺に見る道義的・審美的側面：切腹、

殉死、心中の事例から」

討論 17:10-17:40

講師紹介

【杉尾浩規】1972年、北海道生まれ。文化人類学者。南山大学修士、北海道大学博士。現

在、南山大学非常勤講師。主要著作に「自殺の人類学に向けてバー「個人」を巡る理論的

問題」『年報人類学研究』２，「人格、殺人、自殺ーーフィジーにおける殺人ー自殺に関す

る一考察ー」『北海道大学大学院文学研究科研究論集』５，"Suicide in Fiji: Outline

2003-2007", The Journal of Ainu and Pacific Rim Cultures 7, "Suicide in Fiji: supposed

motive 2005-2007", Journal of the Pacific Society, "Suicide resulting from love

problems in Fiji", Journal of Nanzan Academic Society of Humanities and Natural

Sciences 3.

【川田順造】1934年、東京生まれ、人類学者。東京大学教養学科文化人類学専攻卒業。パ

リ第 5大学民族学博士。現在、神奈川大学特別招聘教授・日本常民文化研究所客員研究員。

2009年文化功労者。受賞著作に『曠野から─アフリカで考える』（第 22回日本エッセイス

ト・クラブ賞）、『無文字社会の歴史』（日本民族学振興会 第 8回渋沢敬三賞）、『サバンナ

の音の世界』（昭和 59年度文化庁芸術祭レコード部門優秀賞）、『聲』（第 26回藤村記念歴

程賞）、『口頭伝承論』（第 46回毎日出版文化賞）。その他 『コトバ・言葉・ことば―文字

と日本語を考える』（青土社, 2004年）、『アフリカの声―「歴史」への問い直し』（青土社,

2004年）、『文化人類学とわたし』（青土社 2007年）、『もうひとつの日本への旅 モノと

ワザの原点を探る』（中央公論新社 2008年）、『文化の三角測量 川田順造講演集』（人文

書院 2008年）、『文化を交叉させる— 人類学者の眼』（青土社、2010年）、など多数。


